
 

自主該非判定書 

令和  年  月  日 

宛先（※１）                     

輸出貿易管理令別表第１の１から１５までの項に係る非該当証 

申請者： 
企業名

（個人名） 

 印 

日本在 所在地 〒 

連絡先 可能範囲 日本 TEL 入国国 TEL 

 会社名  サウンドピュア 株式会社  

住 所 福岡県北九州市若松区白山３丁目７番３０号         

（該非判定責任者） 代表取締役 坂井英之 

     連絡先 093-751-8819 

  

当社が該非判定を行った結果、以下の貨物は輸出貿易管理令別表第１の１から１５までの項

のいずれの項にも該当しないことを証明します。（※２） 

なお、輸出貿易管理令別表第１の１６の項には該当します。 

 

日本国購入時証明書: 販売店名:注文番号 or 領収書コピー等 (                      ) 

 

貨物名・型式  □ sound pure 8011 II ワイヤレスマイク                      (台数    ) 

□ sound pure 8011s ワイヤレスマイク                 (台数    ) 

□ sound pure 8022e ワイヤレストランスミッター           (台数    ) 

□ sound pure ワイヤレスマイクチューナーS P - W - H 0 1    (台数    ) 

□ sound pure 8022e 指向性アクティブアンテナ SP-9100      (台数    ) 

□ sound pure 8022e ブースター電源供給分波器 SP-9200     (台数    ) 

       □ (その他 sound pure 製品                           台数   ) 

１６項（キャッチオール）輸出許可 / 役務取引許可 要否の判定 

 

○ 許可不要            許可必要 
 

理由※3  □  仕向け先がホワイト国であり、キャッチオール規制の対象ではありません。 

 

□  仕向け先がホワイト国以外ですが、本出荷品は、用途・需要者とも 

大量破壊兵器、通常兵器に用いられる恐れは無く、許可不要と判定します。 

以上 

 



 

（注）※１：税関に提出する場合には、宛先を「 OO 税関長（OO 支署)出張所 OO 長）宛て」としてください。 

※２：該当しない旨の根拠を示す（製造者等が作成した）資料等を添付してください。 

※3 ：入国先のホワイト国の判断をチエックしてください。  

 

弊社製品は日本国内の技術適合認証のみ取得致しております。 

海外でのご使用は使用各国の電波使用確認が必要です。

 

 


